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1研 究 主題

運 動 の 楽 し さ を 求 め,心 と 体 を は ぐ く む 体 育 学 習

一 体 つ く り運 動 ・基 本 の 運 動 「表 現 リズ ム 遊 び 」 を 通 して 一

1研 究主 題設 定の理 由

現代社会においては,人 間関係の希薄化,青 少年の自己中心的な行動,学 校教育の中でのいじめや不登校など,

人とのかかわ りについての心の問題が指摘 されている。また,日 常生活において体力の低下,生 活習慣の乱れ,

精神的なス トレスの増大,運 動実践の二極化現象な ど,児 童の心と体の健康に関する問題が多 く取 り上げられて

いる。

このような背景を受け,教 育課程審議会答申では,豊 かな人間性や社会性を育成することの大切 さが指摘され,

生きる力が求められた。体育科においては,心 と体を一体 としてとらえて健全な成長を促すことが重要であると

い う見地から,「自ら運動する意欲を培い,生 涯にわたって積極的に運動に親 しむ資質や能力の育成と基礎的な体

力を高めること」が重視された。

上記のことをふまえ,本 年度は 「運動の楽しさを求め,心 と体をはぐくむ体育学習」と主題を掲げ,研 究に取

り組むことにした。

楽しさを味わいなが ら運動することで,児 童はより一層の楽 しさを求めるようになる。また,肯 定的に仲間と

かかわることで,児 童は心と体を解放 して運動する。その結果,児 童の体力は高まり,さ らに進んで運動に取 り

組むようになるであろう。

このように,児 童は運動の楽 しさを味わ うことを繰 り返 し,積 み重ねてい く。これ らの心 と体のはぐくみが,

生きる力につながっていくのではないかと考えた。

そこで,仲 間と豊かにかかわる中で自他を知 り,体 力を高める《体っ くり運動》,心 身を解放 し踊って楽 しむ

《基本の運動 》 「表現 リズム遊び」の学習を通 して,主 題に迫ることにした。

2研 究の構想

体育科の目標 体つくり運動 ・基本の運動 「表現リズム遊び」のねらい 1
(麺)

＼匿躇
査研恥

研究戦 繊 藩 慧樹 繍 慧 鵬
通して一ト こ 乞

鳳

w

(第1グ ル ー プ)第 一分科会(第2グ ル ー プ》 第二分科会

主
題 仲間とのかかわりを豊かにし,進 んで体力を高める体つくり運動の学習

弾む心 ・踊る体で楽しむ,表 現リズム遊

びの学習

め
ざ
す児

童像

0仲 間と豊かにかかわり,

進んで運動に取り組む児童

○仲間と豊かにかかわり,

自己を見つめ高めていく児童

○自由に即興的に踊ったり,自ら動きを

考え工夫しながら踊ったりする児童

○心弾ませ,リ ズムに乗って踊る児童

○仲間とかかわりながら踊る児童

研
究
の
仮説

夢中になって仲間と共に運動すること
の楽しさや心地よさを味わうことがで

きれば,め ざす児童像に迫れるであろ

う

体を動かす心地よさを味わい,運 動の

必要性を感じ,主 体的に学習に取り組

んでいけば,め ざす児童像に迫れるで

あろう

心と体を解放して,表現リズム遊びの本

質的な楽 しさを感じられるような運動

遊びを経験していけば めざす児童像に

迫れるであろう

視点

○学習過程の考え方
・仲間とのかかわりを豊かにする学

習過程 ・運動例の組み合わせ方の

工夫

0体 ほぐしの運動における振り返り
・学習カー ド・学習資料の工夫

0魅 力ある運動内容の工夫

○学び方を重視した学習過程の工夫

○「弾む心・踊る体」を引き出す具体的な

手立て

O表 現リズム遊びをより楽しむための

学び方の工夫

0「 心と体」を見取る評価の工夫

雪 毫憂ξ誤顔シ
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3研 究主題 の と らえ方

(1)運 動の楽 しさ

本研究では,運 動の楽 しさを 「運動そのものがもっている楽 しさ」と 「運動する前,運 動 している時,運 動

した後に味わう楽 しさ」であるととらえた。

「運動そのものがもっている楽 しさ」とは,運 動が本来的にもっているものであり,運 動する者は,こ の楽

しさを求めるためにするのであり,い わば,運 動の楽 しさのべ一スとなるものである。

また,運 動する前には,運 動への興味 ・関心,欲 求をもち,運 動 している間は,そ の運動そのものの楽しさ

を味わい,運 動後は欲求が充足 され,次 への意欲をもっ。これ らのサイクルを 「運動する前,運 動している時,

運動した後に味わ う楽 しさ」ととらえた。.
`

運動 の楽 しさ
、

〔 運動そ のものが も ってい る楽 しさ 、
、

L運 動する前 ・して いる時 ・した後 に味わ う楽 しさ

翻 す る 前 團 翻 している時 ■ 翻 し た 後

際瓢 胴 騨 一 か 圏欝 を甕趨
卜 辮 ようになり 雛 脚1載 羅 二

、
「この運動っておもしろ う!」

「もっとうまくなりたい いな!」 「次はあれをやってみた

L.な!」.「 やった!うれしいな」 し、な・17

、 】1
等'

② 心と体をはぐくむとは

本研究では,体 育科における心 と体を次のようにとらえた。

心…《進んで運動に親 しもうとする心》 《仲間と豊かにかかわる心》

《自らの課題を解決 しようとする心》 《自らの健康を保持増進 しようとする心》

体…《体力(行 動力,抵 抗力)》 《運動能力(運 動感覚,技 能)》 《健康な体》

そして,こ れ らの心と体は運動を通 してはぐくまれていくものであると考えた。

○

肌飛
∠=ア 　蒸 ミこン

」 し

☆夢中になって運動することでコ心が解読

さ礼 運動しようとする心力麿 つ。

☆運動することを通して,協 力,励 まし,

教え合いがなさ礼 仲間とかかわる心が

育つ。

☆繰り返し運動することで,体 力や技能が

高まり,も っと運動してみようとする心

が育つ。

☆体を動かすことで,自 己の健康 に気付＼

き,保 持 ・増進しようとする心力瘡 つ

一

呂呂

一

[齪

"鷹

進んで運動に親しむから,体 力筒 つ。

☆運動を通 して仲間と豊かにかかわるか

ら,運 動すること力礫 しくなり,体 が育

つ。

☆自らの課題を解決するために運動 しよ

うとするから,体 力麿 つ。

7☆ 自らの健康を保ち,高 めようとするから
運動し,そ の結果,体 力筒 つ。

■l

I

1⑭ 一 冗
試 溝 鷹 場屍∂

体育科における心と体は,別 々にはぐくまれ るものではなく,相 互に密接な関係をもっている。運動を通 し

て心がはぐくまれれば,体 もはぐくまれ,体 がはぐくまれれば,心 もはぐくまれると考える。
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∬ 調 査 研 究

1目 的

教師の,体 育の学習を通 して どんな心を育てたいかの意識 を調査 し,本 年度の研究 を進 めてい く上

での基礎資料 とす る。

2調 査 の 方 法

(1)調 査時期 平成13年6月 下旬

(2)調 査方法 質問紙法による自由記述

(3)調 査対象 研究員所属校及び所属地域 の無作為抽出校における現1,2,5,6年 担任 と昨年度

1,2,5,6年 担任

3調 査 の 結 果 と考 察

〈調査の結果〉

体育の学習を通して.どんな心を育てたいですか?

晦動を漿 乙む4){21釧
・楽 し さ(体 を動かす と楽しい,体 を動かす と気持ちいい,心 地よさ,

スポーツ文化を楽 しむ,体 を動かすおもしろさ,運 動の楽 しさ,…)

・喜 ぶ(達 成感 ,成就感,勝 って うれしい,…)

教 師(484人)の 回答 を分析 し,

4つ に分類 した。数字 は,そ れ に関

す る記述 の回答数 を表 してい る。

「●」の言葉 は,分 類 した結果 を

キーワー ドでまとめたものである。

.好 き(運 動好きド.う1た ぐま し鋤`15刀1

轟 誌 蕨 鋤 薩 ●が灘 撚 瓢謙 讐 うけ
筏 運 動 し よ う(や る気,意 欲,自 発悔 信じる・粘 り強さド ●')

`篤
.几 自主性),.ザ ・努 力(克 服,苦 手意 識 を

・痢 上(め あてに向か 勾 撒 もたない・克己心ド")

。娚 師瓜 過程を大騨 → 襯 と拗 わ勧 劇
児童に 「仲間 と ・協 力(友 達と一緒

,助 け合い,協 調性 力を合わせる,仲 間意識,…)かかわる心
」を育

てたいと考えている。 ・認 め合 い(相 手を思いやる,友 達を大切にする,友 達の心がわかる,_)

その背景 として,仲 間 と上手 ・学 び合 い(教 え合い,励 まし合い,高 め合い,…)にかかわれない児童が増 えている

ことが考えられる。 このことは,体 ほぐ
・公 正 ,公 平しの運動が取 り入れ られた背景 とも合致す る

。

○運動の楽 しさを味わい,体 を動かす楽 しさや心地よさを感 じられ る心(「 運動 を楽 しむ心」)を 児童

に育てたい と考えてい る教師 も多い。活発 に運動 をす る者 とそ うでない者 との二極化が こうした教

師の願いに反映 していると思われ る。

○体育の学習を通 して,児 童 に 「た くま しい心」 を育てたいと考 えている教師 も少 なくないことは,

粘 り強 さに欠 ける児童が増 えていることを反映 していると思われ る。

■運動の楽 しさを味わ えるよ うな学習 を展開す る必要が ある。

■生 きる力と して,仲 間 と協 調 しなが ら仲間 を思 いや る心や,

体(健 康や体力)を 育て る必要があ る。

た くま しく生 きるための

研究主題 運動の楽 しさを求め,心 と体 をは ぐくむ体育学習
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皿 第一分科会 「体つ くり運動」

1分 科会研究主題

仲間 との か かわ りを豊 かに し,進 ん で体 力を高 め る 「体 つ くり運動 」の学習

2分 科会 研究 主題設 定の理 由

現代の子 どもたちをとりまく生活環境は急激に変化 し,遊 び も多様化 している。 しかし,仲 間と群れて遊ぶ身

体的な 「運動遊び」は,あ まり見られなくなっている。そのことが,体 力や運動能力の低下,運 動する者 とそ う

でない者の二極化,さ らには仲間と豊かにかかわる経験の減少など,心 と体のバランスを崩 し,多 くのひずみを

生んでいる。

このような問題を解決するために,小 学校体育の学習指導においては,児 童の発達的特性を考慮 した各種の運

動に親 しみ,仲 間 と豊かにかかわりながら運動の楽 しさや喜びを味わい,進 んで体力を高めることができる児童

を育成することが期待 されている。

そこで,本 分科会では研究主題である 「運動の楽しさを求め,心 と体をはぐくむ体育学習」を受け 『仲間との

かかわりを豊かにし,進 んで体力を高める 「体つくり運動」の学習』を分科会テーマとし,研 究に取 り組むこと

にした。

「体ほぐしの運動」では,仲 間とともにいろいろな手軽な運動や律動的な運動を行い,体 を動かす楽 しさや心

地よさを味わい,仲 間と豊かにかかわることを体験的な学習 として大切にする必要がある。また,運 動の楽しさ

や心地よさを味わわせる中で,自 分や仲間の体 ・物に対する認識,仲 間とのかかわり方に対する新たな発見や気

付きを大切にしていく必要がある。そこで,「 学習過程の考え方」及び,「体ほぐしの運動における振 り返 り」を

工夫することとした。

「体力を高める運動」では,運 動することそのものの爽快感を味わ うことができたり,主 体的に取 り組みたく

なった りする運動内容の工夫が必要である。また,児 童が体力や運動の必要感を自覚 し,自 己の体力にあっため

あてをもって運動に取 り組み,振 り返るとい う学習が大切である。そこで,「魅力ある運動内容」及び 「学び方を

重視 した学習過程」を工夫することに した。

3分 科会基 礎 研究

(1)か かわ りを豊かにするとは

かかわりが豊かになる状態を次のようにとらえた。 亟糾D・
・②禧鯵

教師のかかわり,指 導 ・援助 仲間を思いやった協力 励ましの言葉
励ましの言葉

囚ご 回 運動を通 して
囚 一一一 → 回

動きに目を向けた言葉 動きの高まり以上のように
,

・かわされる言葉が動きに目を向けた質の高い言葉になったとき

・仲間の動きやカを考えた補助の仕方ができるようになったとき

・心から喜び合 うことができるようになった とき

にかかわ りが豊かになった ととらえる。かかわりが豊かになるとは,子 ども相互の関係が今まで以上に,広 ま

り,深 まった状態を示すものである。

(2)進 んで体力を高めるとは
「体つ くり運動」において,進 んで体力を高める一連 の流れを次のようにとらえた。

「体ほぐしの'

運動」で,様 々

な運動を経験 凄

振 り返 り

・もっと運動

した い,し

てみ よ う

「体力を高め ぼ

る運動」

曜 ほぐしの運動」の実蹟を通 して,自 己の体分辱生活に応 じた諌髄を覚符け,意 欲をもって 「体力を高め

る運動」の楽 しみ方へ と学習を発展 させていくことができるようになると考える。そのために,「体ほぐしの運

動」では,運 動の楽 しさ,心 地よさを味わわせることが大切である。
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(3)「体つくり運動」における運動の楽 しさとは

ti。 灘:

○夢中になって運動する楽しさ

○誰もができる楽しさ

O心 を解放する楽しさ

O体 を動かす心地よさを味わう楽しさ

毒
1一

、"藝

・・ 弐 籔.臨'

○自己のめあてを追求する楽しさ

○自己の体力の高まりを感じられる楽しさ

O自 己の体の変化を味わえる楽しさ

○運動することの爽快感を味わう楽しさ

勃

後
㌃

0
■

○運 動する ことの楽 しさ
○仲間 とのかかわ りにお いて存在する楽 しさ
○ 日常でも行 うことのできる楽 しさ

「体つくり運動」は,「体ほぐしの運動」と 「体力を高める運動」で構成 されている。 「体ほぐしの運動」と

「体力を高める運動」では,同 じ運動を扱ってもねらいが異なるため,味 わ う楽 しさは違ってくる。 しかし,

「体つ くり運動」として本質的に共通する部分がある。この共通する部分が,「体ほぐしの運動」でも 「体力を

高める運動」でも味わうことのできる運動の楽 しさであるととらえることができる。本分科会では,上 記の3

つを 「体つくり運動」における運動の楽しさであるととらえた。

(4)「 体つ くり運動」における心と体のはぐくみとは

「体ほぐしの運動」では,運 動することによって運動する心地よさを味わい,心 と体が解放 されることで,

また運動 してみたいな,違 う運動にも取 り組んでみようという心をはぐくむことができる。 さらに,多 様な運

動を経験す ることで,体 をはぐくむこともできる。

「体力を高める運動」においては,健 康 や体力の必要性を理解 し,今 の自分の体力を知 り,め あてをもって

運動することで,自 己の体をはぐくむことができる。それ らの学習を積み重ねることにより,自 らの健康に関

心をもち,体 力を高めていこうとする心をはぐくむことができる。

このように心と体のはぐくみ方に違いはある。 しか し,進 んで運動に親 しもうとする心をはぐくみ,体 を動

かす心地よさを味わいながら体を育てる 「体ほぐしの運動」も,直 接的に体力の向上をめざし,運 動の爽快感

を味わ う 「体力を高める運動 も,生涯において健康な心と体をはぐくんでいくと言 う視 点に立てば,変 わりは

なレ㌔ ⑳
(聖麟 ⑫ 獄 ぐ 《教

(葱)好 調
不安襲 三三蒐

すっきりした 纐

運動 体力鰹い

もっと運動したい

心も元気

体力を高めたい

o

(5)配 当時間の考え方

本分科会では,「 体つくり運動」を2年 間で25時 間の配当とした。その うち,「体ほぐしの運動」 と 「体

力を高める運動」の割合は下記の通 りである。

「体ほぐし

の運動」

4時 間

5年 生
「体ほぐしの運動」

「体力を高める運動」

9時 間

6年 生

「体ほ ぐ

し の 運

動」

3時 間

「体力を高める運動」

9時 間

「体 ほ ぐしの運動」 については,7頁 ～,「 体力 を高め る運動」(「体ほ ぐしの運動」 と組 み合 わせて)に

ついては,12頁 ～ を参照。
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4第1グ ル ー プ 「体 ほ ぐ しの運 動 」

(1)基 礎研究

① 「体ほ ぐしの運動」が取 り上げられた背景

「体ほぐしの運動」は,現 代における子どもの現状を踏まえ,今 日的な問題に対処する一つの方策 として,

新たに誕生 した運動である。

黍o診 吻藏職
運動遊びなどの体を動かす

体験の減少'

体力・運動能力の低下

生育環境の変化

精神的なス トレスの増大

活発に運動する者と

そうでない者とに二極化

遷 團麟璽麟團國瞬

② 「体ほぐしの運動」の位置付け

1、

運動のアナロゴン

の減少(注) ノン
∠ 蒲 ケ噛ショ'ノ

臥

1鷹 繭 、
1距 匪 匪i■

7
7

》 ＼ ・、
競技スポーツの

難しさ
、 ノ

注…運動の基礎 となる類似の

運動遊び

学習指導要領の改訂にあた り,新 たに 「体ほぐしの運動」が位置付けられ,従 来の体操領域 と結びついて

「体つ くり運動」として一つの領域で示された。 この 「体ほぐしの運動」は,小 学校,中 学校,高 等学校を

通 して必ず指導されるほか,心 と体を一体 としてとらえて健全な成長 を促すことが重要であるとい う考えに

立ち,保 健領域 とも密接な関係をもって指導することができるとされている。

小学校段階では,次 の4つ の位置付け方が考えられる。

「基本の運動」との位置付け「体つくり運動」としての位置付け

○ 「体ほぐしの運動」の趣 旨を○ 「体ほぐしの運動」と 「体力を高

含んでいる基本の運動める運動」で構成

「各運動領域の導入」としての 「保健領域」との関連での位置付け

位置付け ○知的理解を体を通 して体験 し,よ

○スイ ッチ ・オンの状態作 り り身近なものへ

③ 「体ほぐしの運動」の特性

体への気付き

誰にでもできる,

やさしい運動

騎 色

体を動かす心地よさを味

わうこと力悔 きる運動

体の調整 仲間との交流

心も体もほぐれ,

リラックスできる運動

間と豊かにかかわる

こと力驚 きる運動

この運動がr体 ほぐしの運動」である!と 言える運動はなく,

どのような運動でも3つ のねらいを含んでいれば 取り扱い方
一つでr体 ほぐしの運動」になりえる可能性を秘めている。
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(2)調 査 研 究

① 調査の 目的
「体ほ ぐ しの運動 」に対 す る児 童 と教師の意識及び指導の実態 を調査 し,研 究を進めてい くための手 がか りとする。

(1)児 童 の運 動に対す る意識(運 動の嗜好や意識,楽 しさの意識,運 動 と心の関係な ど)や 実際 の経験 を把握す る。

(2)指 導者 の 「体ほ ぐしの運動」 を通 しての期待感,指 導 上の工夫や障害 とな るもの を明 らかにす る。

(3)新 学習 指導要領 に基づ く,体 育学習(特 に 「体 ほぐ しの運動jに ついて)の 実態 を把握す る。

② 調査の方法

(1)調 査時 期 平成13年6月 下旬

(2)調 査 方法 質問紙法に よる

(3)調 査対象 児童:研 究員所属校 の第5,6年 児童 教 師:研 究員所属校及び所属地域 の教師

(昨年度か今年度 に第5,6学 年 を担任 した教師)

児 童 男子811人1女 子814人 合計1625人

教 師 207人

③ 結果及び考察

㌦
めざす児童像

仲 間と豊か にかか わり,進 んで 運動 に取 り組 む 児童

欝

聾 緬

(児童)あなたは,運動をしていて楽しいと思うときは

どんなときですか

綴

「運

動

の
内

容

や
線

習

方

法

を

工
夫

で

き
た

と
壷
h

髭
生

や
友

だ

ち

に

ア

ド
バ

イ

ス
を

も

ら

つ

た

と
貞
}

{
生

や
友

だ

ち

に

ほ

め

ら
れ

た

と

き

あ

て
を

逸
成

で
き

た

と
き

分
が

活

躍

で
音

た

と

音

τ
勘

か
し

て

い
る

と
き

一と

心

が

ひ

と

っ

【な

っ
た

と
き

と

い

っ
し

ょ
に

し

て

い
る

と
き

(児童}あ なたは,仲 間といっしょに運動

や体を動かす遊びをすることは好きです

か

好きではあまり好
,な い,

きではな 一・.、/IJX

い,6.

とても好

少し好き,き,62.BX

29.4x

研 究 の 視 点

(教師)「体ほぐしの運動」を指導するとき,大 切 にし

ていることは何ですか

筋

脳

胱

6

5

4

301C

20X

10X

胱

「週
勘
量
を
確
像
す
る

こ
と

多
く

の
運
動
を
緬
験

さ
せ
る
こ
と

曙
助

の
廉
し
さ
を
曝

わ
わ
せ
る
こ
と

一と
体
を
ほ
ぐ
す

こ

と

動
を
通
し

て
仲
間

豊
か
に
か
か
わ
る

こ
と

W
こ
な
し
や
体
の

丁
を
登
え
る
こ
と

…や
仲
聞
の
体

の

一
に
気
付
か
せ
る

こ
と

① 学 習過 程 の考 え方

② 「体 ほぐしの運 動 」に

お ける振 り返 り

(教師)児童の心と体はほぐれていると
思いますか

あまりほ

ぐれてい

るといえ 一._一～

ほ ぐれ て ほ ぐれ て

「い ない,い る ,i
o.〔rs29 .9S

な い,

11JX 少 しほぐ

れ ている,

57.8X

(児童)あ なたは.運 動や体を動かす遊

びをしますか

あまりし ほとんど

ない.し ない,

9.5×2.SX

ときどき

する.

38.4x

鑛

さらに 多 くの 児 童 が 、進 んで 運

動 に親 しん でい くように働 きか け

ていく必 要 がある。

》

「単 独 単 元 」を有 効 に扱 うた

め には,ど のようにす れ ば よ

いか 明らかにす る。

(教師)単独単元で行っている教師が,

児童の心と体がほぐれていると思ってい
る割合

あまりほ
ぐれてい

鮒 翫

貌ほぐ
れ てい る,

46,2X

ほぐれて

/識 し'

ほぐれて

いる,

Sl.3s

(教 師)「体ほぐしの運動」指導 する上で,困 っている
こと悩んでいることは何ですか

台のな例
わ例

変
容

り
方

実 際の 授 業 に役 立っ,

効 果的 な学習過 程 を提
示 す ることが重 要 で あ

る。

効 果 的な 支援 の仕 方を
知りたいと考えている教

師が多い。運動の振り返

りが大切である。

(教師)単 独単 元で行っている教師が,困 っ

たり悩んだりしていることの割合

合のな例
わ例

愛
喜

り
方

一8一



(3)視 点と手立て

①学習過程 の考え方
「体 ほぐしの運動」の学習過程について大きな枠で捉 えた場合,「 単独単元」 「体力を高め

る運動 との組合せ ・各運動領域の導入(帯)」 「保健領域 と関連付けて」の3つ が考え られ る。

そ して,こ れ ら3つ の学習過程のそれぞれのよさについて以下のように考えた。

体力を高める運動との組合

せ・各運動領域の導入(帯)

○運動へのスイッチオン

○基になる動きの経験

○動き作りの経験

○主運動への意欲の高まり

保健領域と関連付けて

○心と体への気付きを生

かした学習

○学習 したことの実践的

な理解

その他 にも運動内容 を組み替 えた り,扱 い方を変えた りす る等,様 々な学習過程が考え ら

れ るが,児 童の実態 を十分 に把握 し,ね らいや指導時期 ・指導時間を考慮 して学習過程 を組

む ことが重要である。

また,次 の点にも留意 しなが ら運動を選んだ り,授 業 を構成 した りすることは,よ り効果

的であると考える。

〔 教師自身のほぐれ: 匝〕国
ね らいに沿った言葉か け 雰囲気作 り

場 面
・学年,学 期初め
・授業のはじめ

・季節,時 期

教材 を取り上げる視点
・やさしい運動

・交流できる運動
・新たな気付きができる運動

②r体 ほ ぐしの運動」における振 り返 り
「体 ほ ぐしの運動」を行って,ど のよ うなことが楽 しかったのか,ど のようなことに気付

いたのか,ど んな言葉かけをして もらって うれ しかったのかなどを,「気付 き」「調整」「交流」

のね らい に沿 って 「振 り返 り」をさせることが大切である。

「めあて学習」の一連の流れを 〈めあて→活動→振 り返 り→めあて〉とするな らば,「 体ほ

ぐしの運動」 の学習は 《活動⇒振 り返 り⇒活動》 ととらえることができる。

体ほぐしの運動ハ
(一活動一)(⑳

)

自
己
評
価
活
動

また,た だ 「楽 しかった」 「面 白かった」 と感 じるだけでなく,「 自分や仲間の体 ・物に対

す る認識」 「運動の多様な楽 しみ方」 「仲間 とのかかわ り」を広げ,深 めてい くことができる

よ うな効果的な言葉かけや振 り返 りをさせることが大切である。

「振 り返 り」は,学 習の始め,途 中,終 わ り,単 元全体 を通 して行 うことが考えられ る。

以上の ことを受けて今回は,運 動する楽 しさを十分に味わわせること,仲 間との交流を

多くすること,運 動経験を多くさせることを考え,「 体ほぐしの運動」を単独単元と して

取り扱うこととし,第5学 年では4時 間,第6学 年では3時 間の学習過程を考 えた。

また 「振 り返 り」については,新 しい発見や気付きを大切に し,自 分の思いを仲間と共

有できるように,カ ー ドを用 いて毎時間の最後に記入 し,次 時につなげられるように した。
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(4)学 習過程

単元名 『フレンドパーク』(5年)

時間 学 習 過 程 教師の支援

1

醒「 、

オリエンテーション
」

'
鰍 膳 むに取・組む 】

隔

一
振り返る

一

`

噸

運動 す る こと

の楽 しさ ・心地

よさ

2【v8一 ム{昌且L鳳 晶ハム1季 粧 』 伸聞と触れ台3{思 い ソきり ・… 日」…ξ 鯛 と捷 含わ齪 ゆ 」た り 〉
/Y

O座 って
じゃんけん

○体でじゃんけん

kx.

㍗fxr7て7「 、○
みんなで0手 ぶら

○うずまき ○タッチ&○ 地蔵 ジャンプ 足ぶ ら

○ハイタッチ エスケープ 起こし ○バランス ○キュウリの

ウォーク 塩 もみ
y又 ノ

/＼ 、
体ほぐしを行

っての感想や

気付いたこと

を話 し合う。

○誰 もが簡単に運

動 でき夢 中にな

って取 り組める

よ うな運動 を取

り上げる。

○運動す ることの

楽 しさ心地 よさ

を体 験させ る中

で,新 たな発見や

気付 きがで きる

よう言葉か けを

する。

q

2

「癖 を振・返る 「

r「

体ほぐしの運動に取り組む
L 国fゆ"響 一 匝 昌、

1 伸聞と触捻含箕 ・劃 今 欄 と触給 箕._』._一,_,伸 悶醜 き自わ虞 ゆ り廷 ㊧ 〉/へ
〆

○座って ○じゃんけん

じゃんけん おんぶ

○体でじゃんけん ○手と手を

合わせてL

、(一

ン(.

x
Oみ んなで

○エンド ○みんなで ジャンプ

レス鬼 ボーン ○バランス

ウォーク

7ぐ 、
○手ぶら

足ぶら

○ キ ュウ リの

塩 もみ

、
体ほぐしを行

っての感想や

気付いたこと

を話 し合う。
＼Lノ

`

仲 間 とのか か

わ り

3

L

ρr

前時の学習を振り返る
L

,「

体ほぐしの運動に取り組む 国幽

・ 手 軽 暇 =伸 聞蝋 合 」…ξ 伸悶庭寿を含わせ…奪===ゆ 亨たり=一={〉 ○仲間 とのかかわ

りが必然的に起

こるよ うな運動

を取 り上げる。

○仲間 との具体的

な言葉かけの例

を示し,肯 定的

なかかわ りが も

てる集団になる

ようにする。

〆-

○ス トレッチング ○背中合わせ

○丸太転が し

k

KX、

○気持ちを一っに ○手ぶら足ぶら

○グランドキャニオン ○キュウリの塩もみ

/'へ 、
体ほぐしを行

っての感想や

気付いたこと

を話 し合う。
風 ノ

4

〔前朧 を励 返る 「

r「

体ほぐしの運動に取り組む

「

蛍元全体を振り返る
、

・手=軽=に==仲 間亡撚 合∋徽 一一・ゆ・∋趙=一 く〉

〆Y

O円 形 コミュニ

○仲間集め ケーション

○じゃんけん!

サー フィン殴 人
.

パ

○気持ちを一つに

○ グラン ドキャニオン

パ 、

○手ぶら足ぶら

○キ ュウ リの塩

もみ

.ノ＼

、単元全体を通して
,楽 しかったこ

とや,運 動の楽 しみ方 ・友達との

かかわり・体や物への認識などで,

気付いたことを話 し合う。 ノ

振り返りi

○ 自己評価活動す

る場を設定する。

単元名 『フレン ドパー クll』(6年)

時間

1

2

3

学 習 過 程

5年生の学習を振り返る 体ほぐしの運動に取り組む

・二手・韓==ニ ー 二=仲間一===二 ゆ∋鴛=・ ・二く〉
〆

○座。て じ。んけんX入 γ ・

○体でじゃんけん ○ じゃんけんおんぶ ○気持ちを一つに ○手ぶ ら足ぶ ら

○ ドンじゃんけん ○手 と手を合わせて ○グランドキャニオン ○キュウリの塩 もみ

＼XソX .ノ

国
体ほぐしを行

っての感想や

気付いたこと

を話し合 う。

前時の響 を振り返る 体ほぐし・の運動 こ取り組む 振り返る

〆7～0座
って

じゃんけん 合わせ

○体でじゃんけん ○丸太

○ ドンじゃんけん 転が し
曳 メ

㈲ π 灘 ちを一つに ・川渡・X。 手ぶ、'
○プラックホール ○バランスウォーク 足ぶ ら

○グラン ドキャニオン ○岩 ○キ ュウ リ

○ダイナマイ トステップ の塩 もみ
一ノ

体 ほ ぐしを行っての

感想や気付いたこと,

次 の時間やってみた

いことを話し合 う。

・前時の振り返 りをもとに,1時 間の学習の流れを決める。函
〈学習の例〉

みんなのお気に入りの体ほぐしの運動に取り組む 単元全体を振り返る

〆「 一

〇ス トレッ

チング

踊

○みんなでボー ン

○丸太転がし

祈 ○気持ちをつ に ー

○ グラン ドキャニオン

r、

○キュウリ

の塩 もみ

圏

単元全体を通 して,楽 しかったこ

とや,運 動の楽 しみ方・友達との

かかわ り ・体や物への認識な ど

で,気 付いたことを話し合う。

教師の支援

運 動する こと

の楽しさ・心地

よさ

○誰 もが簡単に運

動で き夢中にな

って取 り組める

よ うな運 動を取

り上げる。

○新たな発見や気

付 きがで きるよ

うに言葉か けを

する。

仲 間 とのか か

わ り

○仲間 とのかかわ

りが必然的に起

こるよ うな運動

を取 り上げる。

匠
○ 自己評価活動す

る場を設定する。
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(5)授 業事例(第5学 年の2/4時)

2

学 習 活 動
O本 時の学習の流れや内容を知 り,前 時の学習を振 り返る。

○ 体ほぐしの運動に取 り組む。

[魍
弩

座ってじゃんけん

コ コ
1座 って じゃ ん けん を し,心1
ロ ほ

1と 体を少しずつほぐす。1

体でじゃんけん

運動を入れ

替えるなら

体をいっぱい使ってじゃん

けんをする。

じゃんけんおんぶ

じゃんけんをして勝った

ら,勝 たせてもらったお礼

に相手をおんぶする。

手と手を合わせて

相手の力加減を感じながら
バランスをとったり,か わ

した りする。

☆たくさんの友

達とじゃんけ

んして!

エン ドレス鬼

じゃんけんをして負けた人

が逃げ,勝 った人が追いか

ける。

☆相手の力を利

用してバラン

ス をくず そ

う1

☆ほ力切人とぷ

鑓
つからないよ

うにうまくよ

けて!

みんなでボーン

グループで円を作って手を

つなぎ,風 船を落とさない

ように移動する。

謡
鴇

みんなでジャンプ

☆つないだ手を

縁 ・慧 糠 ミニジ醸

前 の 人 の 肩 に つ な が り,

「前 。右 ・後 ・左」 な どジ

ャ ンプす る。

放さないよう

にして,手 や

足,頭 を使っ

て風船を落と

さないように

しよう。

,灘

バランスウォーク

平均台にグループ全員が乗

り,互 いに支えながら指示

された条件で並びかえる。

☆肩に乗せた手をはずさな

いように,気 持ちを一つ

にして跳んでみよう。

☆座ったり,うまく支えたり

して並び替えて!

教師の支援

調

2
＼

キュウリの塩もみ
ζ ☆たたく強さは
1ら いで い いか.相 手 にo

l

i季灘 欝 野窺i

、
これく

たずねながらやろう。
＼ ノ

た く。

○ 今日の学習を振 り返る。

運動すること

の心地よさ ・

楽しさ

○誰もが簡単に運動

でき,夢 中になっ

て取 り組めるよ う

な運動を取 り上げ

る。

○運動することの楽

しさ心地よさを体

験 させる中で,新

たな発見や気付き

ができるよう言葉

かけをする。

仲間との

かかわり

○仲間とのかかわ り

が必然的に起こる

ような運動を取 り

上げる。

○仲間 との具体的な

言葉かけの例を示

し,肯 定的なかか

わ りがもてる集団

にな る よ うにす

る。

○自己評価活動する

場を設定する。

ボ 雛 騨 ・・聯 凄礁 駆

活動を振り返って

瓢即 響 琶

☆運動をしてどんな気持ちになった
かな?

☆運動してどんなところがおもしろ

かった? :為☆友達とどんな言葉をかけあ
った?

馨
☆自分の体や友達の体で気付いたこ

とはあるかな?
'く 縄

,、 鵬強 ・・鱒=、 、 窯二:濃.'骸 ・海;
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5第2グ ループ 「体力を高める運動(体 ほ ぐしの運動 と組み合わせて)」

(1)研 究の構想 めざす児童像

仲間と豊かにかかわり.自己を見つめ高めていく児童

分科会主題＼

仲間とのかかね鯉を豊かにし 進んで体力を高め尋体つくり運動の学習

視点1

魅力ある運動内容の工夫

r

(体
ほ
ぐ
し
の
運
動

と
組
み
合
わ
せ
て
)

体
力
を
高
め
る
運
動

視点2

学び万を重視した学習過程の工夫

～
体を動かす騰 の

主体的に運動に取り組んでいけば めざす児童像に迫れるであろう。

研究の仮説

一 一一 一 膨一聯一一一

灘 鰹螂⊃

○運動への取り組み万の二極化

児童の実態

○自分の体への無関心さ ○仲間とのかかわりの希薄化

(2)研 究の内容

①調査研究
・調査の 目的

「体っ くり運動」領域の 「体力 を高める運動」に対する児童の意識 と教師の意識及び指

導の実態を調査 し,研 究 を進めてい く上での手がか りとする。
・調査の方法'

○調査期間 ・方法 平成13年6月 下旬 質問紙法 による

○調査対象 と対象者数

児童 … 研究員所属校の第5,6学 年児童(3495人)

教師 … 研究員所属校及び所属地域の無作為抽出校における現5,6年 担任 と昨

年度5,6年 担任(685人)
・調査の結果 と分析(児 童の意識調査を中心に)

あなたは体力があると思いますか。

わ響 い とr欝る

智唖 蕨
あ響 い

体 力があるのか どうか分か らない児童が5分

の1以 上い る。→自己の体力についての理解 を

深め,関 心をもてる学習が必要 …(あ)

自分の体力にっいて,全 体 の3分 の1以 上の児

童が自信をもてていない。→体力が高まったと

実感できる学習が必要 …(い)

12



体力があるとどんなことがよいと思いますか。

回答か ら考 えられ る児童の体力のとらえ方(多 い順に)

1持 久力的なイメージ … 「運動 をしてもあまり疲れない」'「長 く走れる」

「長い時間運動ができる」

2防 衛体力的なイメージ … 「病気にかかりにくい」「健康でい られ る」

3筋 力 ・瞬発力的なイメージ … 「重い物が持てる」「力が強い」「速 く走れ る」

4調 整力(巧 緻性)的 なイメージ … 「運動が上手にできる」

・柔軟性 に関す るイメージの回答 はほとんど見 られない。
・「分か らない」「体力があっても何 もよい ことはない」 とい った回答 も見 られ る。
→体力の構成要素 を理解 し,体 力の必要性 を実感できる学習が必要 …(う)

体力を高める運動(体 操)で楽しいと感
じるのは,どんなときですか。

O%20%40%60%8096100%

できなかった運勧がで啓るようになったり、

紀鍛がよくなったりしたとさ

体力が畜蜜ったと曝じたと音

友だちといっしょに運動したとき

友だちや先生にほめられたとき

カいっぱい運動で妻たと妻

体力を高める運動(体 操)で楽しくないと

感じるのは,どんなときですか。

O%20×40×607S80%

で書なかったり.紀鍛がよくならなかったり

したと轡

体力が畜蜜らないと感じたと唐

友だちと協力して運動で妻なかったと妻

苦しかったりつらかったりしたと轡

その運動がおもしろくないと感じたとき

・ で きなかった運動 がで きるようになった り,記 録が よくなった りした ときに楽 し

い と感 じる。

→高 ま りが実感できる運動の提示 と振 り返 り方の工夫が大切 …(え)

・ 友だちといっ しょに運動 したときに楽 しいと感 じる。

→仲間とのかかわ りを重視 した学習が必要 …(お)

・ 運動そのものがおもしろくないと楽 しくないと感 じる。

→夢中にな って取 り組める運動の提示 と運動方法の工夫が大切 …(か)

・考察及び研究の視点との関連

」

【めざす児童像】

仲間 と豊かにかかわり,自 己を見つめ高めてい く児童

丼 ＼鍬

1

/

▲
L

/[、 」 臨 劉il_【 璽
〆一一 、 一 一

分析(お)よ り

＼ ノ

〆一 一＼

分 析(あ),(い),

(え)よ り

＼_ノ

〆
分析(え)・(お)・へ/

(か)よ り

k ジ＼ 働 綴 翁懇,工 夫
学醗 重襯 羅 の工夫享(う)・

〆 、
分 析(あ),(い),

(え)よ り

ノ
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②研 究 の視 点

○魅 力 あ る運 動 内容 の工 夫

体 ほ ぐ し

の運動

Vo駆60'

の動6

体力を

高 め る運 動

Yo"Go!の 勘 きと熔、体ほぐしの遷動

と体力皆富める遷勘蜜融含憲廿たもので窃

る。

翼勧そのものの秦 しさを瞭わいながら.達

働の勅票を停感 し,気 紺く二とをねらいと

している。

偲 γ側60恥?＼

◎ 「体力 を高める運動」 を児童 にとってや らさ

れ てい る意識 の ものか ら,運 動 の爽 快感 を

保障 し,主 体的,意 欲的 に取 り組 みた くな

る教材 にす る必要があ る。

◎ 「体 ほ ぐ しの運 動」の実践 か ら,f体 力 を高

める運動 」や各種 の運動 の楽 しみ方へ と学

習 を発展 させ る。

◎ 「体力 を高 め る運動 」 は,体 力の 高め方 の

知識 を最 初に与 え られ るので はな く,自 ら

の気 付 きか ら運動 の効 果 を確認 す る ことか

ら学習を進 めてい く。

YouGo!の 動きからチャレンジタイムの動き

チ ャ レ ン ジ タ イ ム で は,白 分 の

ね ら い に 応 じて,YouGo!の 動 き

を 選 択 し,め あ て を も っ て 取 り

組 む 。

YouGo!の 動 き チ ャ レンジタ イムの動 き

動 きの総 行 うこ とで,よ り高 い効果 をね ら う。

匙{〉 距離、人数,高 低,速 さ,時 間,回 数

【み んな で リンボ ーヨ

数 人 が 手 を 「

㌫
つ な い で リ

.、L・ 一'・L-'x4,

ン ボ ー ダ ン 帽/
あ

ス を す る

一

購}
2人 で 競 争

し て 仲 間 の

手 に 先 に タ

ッチす る

(巧)(力)

＼
奪

(

獄

お

脇

-

擾

冠

,鮮
製
∵

魎

・

ん なで リンボーH

よ り低 くめ ざそ う

ん な で ブ リ ッ"'

ブ リ ッ ジ した ま ま 歩 く

に タ ッチH

ス ター トの仕 方 を工 夫す る(巧)(力)

iビー チ フ ラ ッ 列

エ バ ー マ ッ トの 上 の ボ ー ル に タ ッチ

(巧)(力)

'
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○ 学び方を重視 した学習過程

第5学 年では,「YouGo!タ イム」で実際 に運動 した実感 と,「 オ リエ ンテー シ ョン」での知的理解

を もとに,自 己の体力 の特徴 をみつめ,「 プ ランニングタイム」で学習計画をたて,「 チャ レンジタイ

ム」で 自らのね らいに応 じた運動を選択 しなが ら学習を進める。

第6学 年では,児 童 が体力や体力を高める方法についての知的理解 をさらに高め,自 分 に とって必

要な 「体力 を高める運動」を 「メイキングタイム」で考えることで,日 常生活や各種の運動の中で,「体

力を高める運動」 を実践できる能力をはぐくめると考 えた。

第5学 年 の'習 過 程

気づく 高める

1～4 5 6～9

絶ンジタイム

スイッチ・オン

チャレンジ①

アドバイスタイム

チャレンジ②

アドバイスタイム

クールダウン

振 り 返 り

子絶ン瀕仏
個人の学習計画に

したがって運動を

選択 して取 り組む。

YouGo!タ イム

運動 その もの の楽 しさを味わ いなが ら

運動 の効果 を体感す ることをね らい と し

て,体 ほ ぐしの運動 と体 力 を高 める運動

を融合 させた 「YouGo!」 の動 き,体 ほ

ぐ しの運動 に取 り組 む。

第6学 年の学習過程

オリ晰 ・ション
「気づ く」 「見つ め る」段階の1単 位 時

間の最後 に帯 で と り,実 際に運動 した気

付 きか ら,学 習 を振 り返 り,自 分や仲間

の体 の状態や,運 動の もつ効果 につい て

知 る。

見つめる 高める

1～2 3 4 5～9

囮
陣 陶陶陶 P▼

メ
イ
キ
ン 二

ヴ 1ン

タ iケ
イ
ム i憲

し_ i_

手ヤレンジタイム

スイッチ・オン

チャレンジ①

アドバイスタイム

チャレンジ②

アドバイスタイム

クールダウン

振 り返 り

メイ牛ンケタイム

スイッチ ・オン

YouGo!

クールダウン

tlZンテーシコン

体 力や 体力 を高め る方 法につ いての

理解 を深め,「YouGo!」 の動 きや,第

5学 年 のチ ャ レンジ タイムの動 き,既

習 の運 動,ス ポー ツな どを参考 に,体

力 を高め る運動 をつ く り出す。

7弓 ンニンケタイム

「YouGo!タ イ ム」 の体感 と 「オ リ

エ ンテー シ ョン」 の知 的理解 をも とに

自分の体 力の特徴 を見つめ,チ ャ レン

ジ タイムの学習計画 を立て る。

振腿艀

仲間 との相互評価 を参考 に,自 分の学習を

自己評価 し,次 時のめあてを立てた り,難

学習計画の修正を行った りする。
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(3)授 業事例(第5学 年 の2/9時)

学 習 活 動 ○教師の支援 ◇評価

1集 合 し,本 時 の学 習 の流れ や 内容 を知 る。

2YouGo!タ イ ム
一 ス イ ツ 子 。オ ン

Oじ ゃ ん け ん い ろ い ろ ～ 座 っ て(手 で,口 で,足 で)

～ 立 っ て(足 で ,体 全 体 で)～ じ ゃ ん け ん お ん ぶ

O子 と ろ 鬼

・一・Yo"60!

O先 に タ ッ チ(巧)

○ ス ロ ー&キ ャ ッ チ(巧)

0一 人8の 字(巧)

順番や役割を 穐 蕪1;;1

し っ か り と守 ろ うね 。
1=i

…

み

一

も

ン

唖

ウ

ら

リ

ダ

ぶ

ウ

ル

ら

ユ

一
ぶ

キ

ク.
0

0

}

仲 間 と 動 き を よ く 見 合 い,… ・

ア ドバ イ ス し合 お うね 。

O音 楽をかける。

○主 として,巧 みな動きを高める

運 動につながるものを用意す る。

◇仲 間のよ さを見っ け,自 分 に取 り

入れているか。
◇協力 し,励 ま し合 って運動

しているか。

3オ リエ ンテ ー シ ョン

・学習を振 り返 り,カ ー ドに記入す る。

☆今 日楽 しかった運動,も っ とやってみ たい運動

☆今 日取 り組 んだ運動は どんな効果 があるか ・

○実際に運動 した気付 きから,学 習を

振 り返るよ う助言する。

○ どんな効果があるか話 し合 う中で

ま とめ る。

全 で, ,や 気 付 い た こ と を 出 し△'。

・今 日取 り組んだ運動は巧みな動 きを高める運動である

ことを知る。

・全体 で,運 動 した感想や友達の良かった ところな どを

発表 し,認 め合 う。

1～3時 の カー ド

YouGo!タ イム

O今 日.み んなでYou(}e!し た運動は.

子 とろ おに

先に タッチ

ス0-&キ ャッチ
ー人8の 字

'5、りか え りカ ー ド

う年 緬 名膨

カいっぱい

竃 運凱 た讐

碗.

累
先生やみんなと話し含って

今目のYonGofタ イムは.

[=========]・ 身・…

i運勤 ・言・ます・

魎

5～8時 の カ ー ド

めあてカ'ド
凋 圓

'

運 動 め あ て

前 半
()

後 半

」
()

」

勤きを

高めようと
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W第 二 分 科 会 く<基本の運動>>「 表 現 リズ ム 遊 び 」

1分 科会研究主題

弾む心 ・踊る体で楽 しむ,表 現 リズム遊びの学習

2分 科会研 究 主題設 定の 理 由

研究主題である 「運動の楽しさを求め,心 と体をはぐくむ体育学習」を基本の運動の 「表現 リズム

遊び」で考えた時,「運動の楽 しさ」は 「踊る楽 しさ」 ととらえた。幼い子 どもが軽快なリズムの音楽

を聞いただけで自然に踊 り出す姿は,心 を解放 し体を動かしている状態である。これが,本 来の踊 る楽

しさであろう。

しかしなが ら,実 態調査の結果を見ると,自 ら踊ったり表現 した りすることが好きな児童は少ない。

教師は児童が楽 しめるような指導法を求めていることがわかった。児童一人一人が内面にもっている潜

在的なパワーを,い かにして教師が引き出すことができるかが課題である。

その課題を解 くにあたって,「 心 と体のはぐくみ」を考えた。心が負の気持ちである時 どうしても

体の動きは消極的になる。しかし,心 が解放 され,弾 むような気持ちになれた時,体 は躍動的に踊る。

この状態を引き出した時こそ,い ろいろな表現ができるようになり,よ り仲間とのかかわ りが深まり,

積極的に運動するようになるであろう。

そこで,分 科会テーマを 「弾む心 ・踊る体で楽しむ,表 現 リズム遊びの学習」とした。 「踊る楽 しさ」

を追求する上で,「 自由に即興的に踊る」「リズムに乗 って弾んで踊る」 「仲間 とかかわって踊る」の3

つを学習活動の軸 とし,教 師の指導,支 援を工夫 していこうと考えた。そして具体的な研究の視点を 「弾

む心 ・踊る体を引き出す具体的な手立ての工夫」「より楽 しむための学び方の工夫」 「心と体を見取る評

価の工夫」の3点 とし,研 究主題に迫っていこうと考えた。

3研 究の構想 生きる力

憲
墜

驚

さらに広がる 「表現 リズム遊び」で身 に付けた力

○ 低 ・中 ・高学年の系統性 ○各運動領域との関連C体 育的活動との関連

○小 ・中学校,高 等学校との系統性C他 教科等との関連

教師は指導法の工夫という名の

思いやりをもって!

し

1自由に即興的に踊る1

よさを認め合える

人間関係

潜在的なパ ワー

児童の実態
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4研 究 の 内 容

(1)調 査 研 究 調 査 の 目 的

基本の運動領域の表現リズム遊びに対する児童の意識と教師の意識及び指導の実態を調査し,研究を進めていく手がかりとする。
・児童の表現リズム遊びに対する意識(他の運動との比較,楽 しさと結び付く要素,期待感など)や実際の経験を把握する。

・教師の表現リズム遊びを通しての期待感,指導上の工夫や障害となるものを明らかにする。
・新学習指導要領に基づく,体 育学習(特に表現リズム遊びについて)の実態を把握する。

調 査 の 方 法

・調査時期 平成13年6月 下旬 ・調査方法 質問紙法による(一部聞き取りの場合あり)

・対象 児童一研究員所属校の第1 ,2,3学 年児童 教師一研究員所属校及び所属地域の教師(昨 年度か今年度1,2年 を担任)

回答数 1年生 2年生 3年生 合 計

児 童 647人 754人 718人 2119人

教 師 282人

すごく嫌い
20S6

ち ょっと嫌 い

18X

調査の結果と分析 警

〔男 子〕

一〆

Q踊 る ことは好 きですか?、 ノ すご
とっても好き

28%

ちょっと好き

34%

ちょっと嫌 し

10%

ちょっと好 き

31%

㊧
すごく嫌 い 〔女 子〕 とっても好き

4%

Q体 育は好きですか?

ち ょつ と嫌 い
5%

ち ょっ と努 き

16%

す ご く嫌 い
4%

㊧ じょうずにできない

恥ずかしい

音楽に合わせて踊れない

動き方が分からない

体を動かすから気持ちいい

みんなと一緒に踊れて楽しい

Q楽 しく踊るにはどうした らいいですか?

上手になるように練習する

友達と一緒に踊る

自分の好きな音楽で踊る

先生にアドバイスしてもらう

自分で踊りを考える

動物や乗り物のまねをする

たくさん踊る

友達の踊りのまねをする

自分の踊りをみんなに見せる

その他

音楽が好きだから楽しい

踊ると気持ちいい

その他

陣1年 男子 ・2年男子 亘垂 憂 ヨ

Q踊 る時どんな気持ちですか?

圏1年 男子 ■2年 男子 ロ3年 男子

◎踊るのが嫌いでも 「体育は好 き」 と答

えたのは80%以 上の児童である。

◎ 「負の要素」として 「恥ずか しさ」「う

ま くできない」な どが挙げ られ,楽 し

く踊 るためには 「練習する といい」 と

い う意識が高い。

◎ 「みんな と一緒に踊 る」ことよ りも 「踊

ると気持 ちいい」が少 ないのは本来の

踊 る楽 しさに触れ ていないのではない

だ ろ うか。
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Q表 現 リズム遊びを実践 していますか?

編
M

Q表 現 リズム遊びは指導 しやすいですか?

ほと雑 駅 し その他 授業で取り扱っ

Qさ らに指導 しやすくするためには?

児童が喜ぶ音楽

児童が喜ぶ身近な題材

個人や集団の動き方の例

動きを引き出す声かけの例

児童が恥ずかしがらない指導

学習過程の例

学習カードなどの資料

教師が恥ずかしくない指導法

評価の仕方

U云譜'

愚
旧

50%

32瓢

40%

38%

35%

い

一

,22%

「

牌 己一墨㎜m腸 喘

国¶旧}一

,10%

,6%。

とて も しに くし

1% とてもしやすい%

し綴 い

る舞照

Q表 現 リズム遊びで育てたい力は?

かすことに心地よさを感じる

分で考えた事を衰現するカ

ズムに乗って体を動かす力

仲間とかかわろうとする心

創意工夫する力

巧みに体を動かす力

持久力

その他

6朕

7%

47%

6%

9%

1%

1%

◎表現 リズム遊びの時間を運動会の表現 として扱っている場合が多い。

◎ 「動 きの例」「音楽」「題材」など,す ぐに使 えるような具体的な指導法 を求めていることがわかった。

〈児童の実態か ら〉

儲
ξ

考察及び研究の視点との関連 襲

6^δ

踊る楽 しさを 「練習すること」に求める傾向

∈
隷 の寿窪κ働 τな'61な`,

・心を解放 し自由に表現するための指導で

「負の気持ち」を取 り除 くことが必要!

〈教師の実態から〉

胆 《i診

・児童が心 を解放 し,踊 る楽 しさを味わい,

体 を動かす心地よさを感 じるための手立

てを必要 としている。

・評価に対する関心は,高 いとは言えない。

表現 リズム遊びに合った評価規準 を考 え

る必要がある。

〈研 究 の 視 点 〉

.「 弾む心 ・踊 る体」 を引 き出す具体的な手立ての工夫

(・学習過程の工夫 ・運動遊びの開発 「運動遊び集60選 」)

● 表現 リズム遊び を よ り楽 しむための学び方 の工夫(・ 踊り方 ・振り返り ・かかわり)

■ 「心 と体」 を見取 る評価 の工夫

(・指導 と評価の一体化 ・評価規準 ・自己評価活動 ・相互評価活動)
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(2)研 究の考え方 と具体的内容

① 「踊る楽 しさ」の追求 学習指導要領の改訂からの分析

改訂前1改 訂後

幼稚園

(教育要領から)

キーワー ド

「人間関係」…よさの気付き,か かわ り合い

「表 現」…自分なりに表現

〈低学年〉基本の運動 〈低学年〉基本の運動

模倣の運動 表現 リズム遊び

○表現遊び ○リズム遊び
〈中 ・高学年〉表現運動 〈中学年〉 表現運動

小学校 ○表現 ○表現
0フ ォークダンス ○ リズムダンス(フ ォークダンス)

〈高学年〉 表現運動

○表現

○フォークダンス(リ ズムダンス)

〈領域選択〉 〈領域選択〉

ダンス(内 容選択) ダンス(内 容選択)

中学 ・高等学校 ○創作ダンス ○創作ダンス

○フォークダンス ○フォークダンス

○現代的なリズムのダンス

◎低学年の経験として幼稚園,保 育園の経験が一番かかわり深いと考え,幼 稚園児,保 育園児の様子

を観察して,実 態を分析 した。

κ

魅 驚

[改 訂の背景から 一ノ 、

模倣の運動

◎ 形を模倣することに解釈 され,表 現

の特性を狭くとらえられやすい。

◎ 「弾む動き」が生か しづ らく,変 身

対象になりきる楽 しさを十分に味わえ

ない。

〈表現 リズム遊びのね らい〉

心と体を

よ り一 体 と して

とらえて

表現 リズム遊び

◎ より律動的に軽快な音楽に乗って,

心を解放 しながら運動を楽しむことが

できる。

◎ 生き生きとした表情で,手 足を自由

に動かしながら身体表現を楽しむこと

ができる。

◎ 仲間とのかかわ りが深まり,お 互い

のよさを認め合う肯定的なかかわりの

中で楽しむことができる。

墜 糠 購 灘 篇 欝 轟ん灘 麗;評 仲問と楽しく踊ることが瓢

〈表現 リズム遊びの一般的特性〉

踊 り方

表現遊び

・な りきるのが楽 しい

・即興的に踊るのが楽 しい

かかわ り

工夫

・仲間 と見合った りまね した り

一緒 に踊 るのが楽 しい

・簡単な工夫をするのが楽しい

リズム遊び

・リズムに乗 って即興的 に踊 るのが

楽 しい
・仲間と一緒 に リズムに乗って弾ん

だ り,走った り,スキップ した り

するな どの簡単な動きで体を動か

すのが楽 しい
・リズムへの乗 り方,楽しみ方を工夫

するのが楽 しい
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②研究の視点と手立て

ア 「弾む心 ・踊る体」を引き出す具体的な手立ての工夫

0基 本の運動である 「表現 リズム遊び」の学習の展開の基本的な考え

「表現遊び」 …表現的要素を多く含んだ運動遊び

「リズム遊び」 …リズムダンス的要素を多く含んだ遊び

表現リズム遊びを指導するにあたって,「表現遊び」「リズム遊び」と形式的}

切 り離して学習するよりも,児童の発達特性から考えて,

どちらの要素も含んだいろいろな運動遊びをたくさん経験できる学習の展開

の方が児童はより意欲的に取り組むと考えた。

そこで,どちらの要素も含む運動遊びをたくさん開発し,下のように4つ の

群に類型化し児童の実態に応じて,組み合わせて学習を進められるようにした。

〈3つ の学習の軸のとらえ方 〉

「自由に即興的に踊る」

・今持 ってい る力で,その場のお もしろ

さにまかせて,即座に踊 る。

「リズムに乗って弾んで踊 る」

・周期 的に繰 り返 され る音楽の調 子に

合わせて全身で踊る。

「仲間 とかかわって踊る」

・互い によさを認め合いながら,楽 しく

踊 る。

●具体的な運動遊びの開発(表 現 リズム遊び指導資料集60選)

〈類型化 した4つ の運動遊び群 〉 〈開発 のポイ ン ト〉

表現的要素をより多く含み なりきったり,変身した ◎ どの運動遊びにも 「自由に即興的に踊る」「リズムに

りして楽しむことができる運動遊び 乗って弾んで踊る」「仲間とかかわって踊る」の3つ の視点
が含まれるように開発した。表現的にも

,リズムダンス的にも楽 しむことができ

る運動遊び ◎ 児童がいろいろな運動遊びを楽 しく経験できるように,
リズムダンス的要素をより多く含み・体を弾ませ 伝承遊びの変形,スタンツ遊びの加工ゲーム的な遊び囚・
ノリノリになって楽しむ運動遊び 道具の利用音楽の選定渤果音 場の工夫など具体的な手

欝 犠 鋤 醗 欝 総 比 櫨 放さ 諜 灘 るよ,。_、VTRを(D.R化_じ 　

〈A群 〉

。カー ドでどっきり

・たまごたまご ・動物園に行こう

・だるまさんが転んだ など18i

〈D群 〉

・お誕生 日ダンス

・熱いかな?・ 文字化 け

・お りがみ しよう など17選

〈B群 〉

・さか ながはね て ピ ョン

・山び こ さん ・大 きな畑

・さん ぽに行 こ う な ど13i

菱物無

〈C群 〉

・み んな でな るへ そ ダ ンス

・ノ リノ リ海 の ダ ンス!

・み んな でパ ン!な ど10選

禍 」轡

クラスの実態に合わせて,

ABCDそ れぞれの群か

ら,いろいろな運動遊びを

教師が選択する。

騨 習過程の工夫論 諜騒 雛翻鵬 を鍛鑓雛 謬轍 囎 糊 児童がそれ

〈楽 しむ段階〉

児童はいろいろな運動遊

びを楽 しみ,教 師は児童の

実態をっかむ。

〈よ り楽 しむ段階〉

児童は即興的に動いた り,

動 きを工夫 した り,仲間 との

かかわ りを深めた りしなが

らより楽 しむ。

テーマ○○で同 じ運動遊

びを3回 続 けて選択す るこ

とでいろい ろな動きや 弾み

方を引き出す。

0分 時間45(30)分

國
導入として心を解
きほぐす運動遊び

を選択

囲
いろいろな運動遊びを経験す るために,ABCD群 か ら

運動遊び をいくつか選択

國
心 と体の

振 り返 り

國
導入として
心を解放す

る運動遊び
を選択

囲
テ ーマ の運動遊

び が よ り楽 しめ

るた めの心 と体

を作 る運動遊 び

を選択

匠 マ ・なりきり}
な りきることをテーマに

3回 同じ運動遊びを選択

國
テー マ と気

分 を変えて

楽 しむ運動

遊びを選択

振
り
返
⊥

1

2

3

5

6

1テー マ ・ノリノ リ1

ノリノリに弾むことをテーマ

に3回 同 じ運動遊びを選択

重一マの運動遊び

テーマ:な りきり…身近な生活の中か ら題材を選び そのものにな りきって楽 しむ運動遊び

テーマ:ノ リノリ…軽快なリズムに乗って,仲間とかかわ り合いながら楽 しむ運動遊び
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」
コ1単 位 時

.!.の指 導 の仕 方

指導においては児童の体力や関心,意欲の持続を考える必要がある。教師の個性にかかわらず,誰もが,無理なく実践で

きるように,1単位時間での児童の心と体の弾みを意図的に調節しながら,指導していく方法を考えた。

」

〈楽 しむ段階

目安の時間

2年(1年)

大きい

ワクワク

10分(6分)

ドキ ドキ

32分(20分)

振 り返 り

3分(4分)

心

と

小さい∠
体 いろいろな運動遊びを経験するの℃ 選択した運動遊びの分だけ大きな弾みの波がくる。

■
司(

の

弾
み 〈より

楽 しむ段階〉

大きい

ワクワク

10分(5分)

ドキ ドキ

10分(5分)

テー マ:な りき りorノ リノ リ

17分(15分)

チェンジ

5分(2分)

振 り返 り

3分(3分)

/＼
小さい ・ 具体的な学習過程は授業事例を参照

＼

イ 表現リズム遊びをより楽しむための学び方の工夫

表現リズム遊びの学び方

振 り返 り

◎心と体の振 り返りができるようにする。

◎次の楽しむめあてをもって意欲的に取り

組めるようにする。

「心 と体」を見取る評価の工夫

踊 り方

◎いろいろな遊び方を経験ができるようにする。

◎即興的に動きやすくする。

◎多様な運動遊びから動きを引き出すようにする。

か かわ り

◎仲間と仲良く踊ることができるようにする。
・見る,見せる活動の設定
・仲間と一緒に踊るグループ設定

・よさを認め合える賞賛の場の設定

「心と体」を見取る評価の工夫として,誰が評価を行 うのかという観点で,評価活動を 「教師による評価活動」

児童自身が行 う 「自己評価活動」,児童相互が行 う 「相互評価活動」の3つ に分類した。

〈評価の考え〉

○ 指導と評価の一体化

指導と評価は一体であるととらえ,評価のサイクルを考えた。

○ 評価規準を設定 し,かかわりの視点から見た 「弾む心 ・踊る体」を見

取る評価の工夫を考え,具体的な言葉かけの例を示 した。(自主冊子)

○ 見取 りの視点として
・表情 ・歓声 ・手足の動き ・へその弾み ・つぶやき の5つ

を考えた。

自己評価活動

(めあてのサイクル)

㌃ク 医亟 馬

ふ りか え りカー ド

な ど

相互評 価活 動

(かか わ りの一 部)

○運動を見合いなが ら自分にはない動きを取り入

れた り,賞賛 したりする。

○一緒 に運動を楽 しむ中で,仲間の動 きのよさや

心のよさに気づく。
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(3)授 業事例 第1学 年 「表現リズム遊び」

①学習過程(30分 ×9回6時 間扱い)

0分 ワクワク6分 ド キ ド キ27分30分

1

2

3

楽

し

む

段

階

大きな畑 全身 じゃんけん ノリノリ海のダンス 新聞紙でワーイ

鬼のパンツ(生 き物)
ふ

り

か

え

リ

空飛ぶ円盤 みんなでパ ン!み んなでなるへそダンス もしもの世界

だるまさ認ころ櫨 重凱往

熱いかな?ア ブラハム カー ドで変身 ポーキーポーキー

新幹線はうんと速い

0分 ワクワク5分 ドキ ドキ10分 テーマ:な りきり ・ノリノリ25分 チェンジ27分30分

4

5

6

7

8

9

よ

り

楽

し

む

段

階

ふ

り

か

え

り

なるへそダンス 全身 じゃんけん

猛獣狩りにいこうよ 動物園に行 こう

怪獣になろう まねっこ 「さんぽ」

カ ー ド で ど っ き り

(なりきり)

みんなでパン!

リズムまねっこ

ダンス

すいかの名勘也

猛獣狩りにいこうよ あっちっちダ ンス

だるまさんがころんだ ボディーサインダンス

動物絶,

熱 い か な?ボ ディーサインダンス

ダ ン ス キ ャ ッ チ ボ ー ル

(ノリノリ)

もしもの世界

いくっくっつく

折り紙しよう

②本時の展開(7/9回)

学 習

ワ
ク

ワ
ク

ド
キ
ド
キ

テ

「猛獣狩 りにいこうよ」で楽 しむ

・リズムに乗 りなが ら,仲 間とかかわって楽 し

1あっちっちダンス」で楽 しむ

・即興的に表現する

「ダンスキャッチボール」で楽 しむ

・方法を知る。
・教師のまねをしなが ら,弾 んで踊 る。
・仲間 と楽 しく,即 興的に弾んで踊 る。

撫

一,、

・もしもの世界・で楽しむ 繋 歌 き飛

・想像 して即興的に表現する。 ちゃうよ!
・仲間とかかわって楽 しむ。 っかまれ_!

5振 り返 りをする

寡
・ふ りかえりカー ドに感想

や,自 分 ・仲間のよかっ

奇 たことなどを記入する。

いっ1乱翫)てたくさ欄 で

楽しかったな00ち ゃんの

踊りゐすこゐ、ったも

教 師 の 支 援 と評 価

○テーマノリノリにつなげていけるよう,心 と体

の状態を高めていけるようにする。

○ リズムに乗って,弾 んで踊れるよ うに言葉かけ

をする。

リズムに乗って踊っているね。

とってもいい動きだよ。

体が弾んで踊っているね!

楽しい踊り方をまねしてみよう。

○想像の世界に入っていけるように雰囲気作り

をする。

扇風機の強い風に吹かれて

いる様子がよくわかるよ。

○心と体の様子に気を付けて

書けるよう,言 葉かけをする。

○よい言葉を取 り上げ,広 げる。

踊っていて

どんな気持ち

だったかな?

体はどうなっ

たかな?
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V研 究のまとめ

1研 究の成果

体ほぐしの運動

○誰もが簡単にできる運動を取 り上げ 仲間と夢中になって取り組めるような学習過程を工夫 したことで

児童は運動の楽 しさや心地よさを十分に味わうと共に,仲 間とのかかわりを豊かにすることができた。

○新たな発見や気付きができるように,振 り返 りの活動を工夫 したことで 「自分や仲間の体 ・物に対する

認識」「運動の多様な楽 しみ方」「仲間とのかかわり」を広げ 深めることができた。

体力を高める運動(体ほぐしの運動と組み合わせて)

OYouGo!の 動きは,児 童にとって夢中になって取り組むことができ,運 動の効果や自分の体力の状態を

つかむのに有効であった。そのことをもとに,自 分の高めたい体力を明確にし,プ ランニングタイムで

学習計画を立て,チ ャレンジタイムでめあてをもって運動に取 り組むことにより,児 童は主体的,意 欲

的に学習を進めることができた。

表現リズム遊び

○実践を通 して多くの運動遊びを作り,「自由に踊る」「即興的に踊る」「イ中間と踊る」の3つ の視 点で分析

することで,ね らいにあった学習を実践することができ,児 童の弾む心 ・踊る体を引き出すことができ

た。

○教師による評価規準を明らかにし,学 習中に声かけを中心とした指導を行ったり,「ふりかえりカー ド」

で児童に心と体を振 り返らせたりすることで 自己や仲間のよさに気付き,よ り主体的に学習すること

ができた。

2今 後の課題

体ほぐしの運動

○各運動領域の導入として行う体ほぐしの運動例のさらなる開発

○保健領域で府 う 「体ほぐしの運動」の効果的な利用法

体力を高める運動(体ほ ぐしの運動と組み合わせて)

○楽 しく,仲 間と夢中になって取 り組め,体 力の高まりを実感できる運動内容のさらなる開発

○学習の高まりを実感 し,自 分を見つめ高められる評価活動のよりよいあり方

表現リズム遊び

○さらに中学年以降の多くの運動領域に発展していけるような,運 動遊びの開発と精選

○心と体を見取る観点の明確化と,よ り効果的な評価方法の確立
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